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Research Abstract

酵⺟の転写補助因⼦GAl11は、RNA polymeraseIIや他の転写因⼦と複合体(RNAPII holoenzyme)を形成し、遺伝⼦の基礎転写や転写活性化に関与している。申請者
は、GAl11は基本転写因⼦TFIIEと結合することにより、遺伝⼦の基礎転写の調節に関与していることを明らかにした(PNAS93:9488-9492)。本研究では、RNAPII
holoenzymeにおけるGal11の機能に注⽬し、以下のことを明らかにした。 
1)Gal11とTFIIEの相互作⽤ TFIIEの温度感受性変異株を分離し解析した結果、GaL11と同様の遺伝⼦特異的な作⽤を⽰した(FEBS Lett.398:113-119,論⽂投稿中)。ま
た、protein affinity chromatographyによりGal11と結合するTFIIEの領域を決定した。この結果に基づいて、Gal11と結合しないTFIIE変異酵⺟株を作製した。この変
異株はgal11⽋失株と同じ表現形を⽰した。また、無細胞転写系で検討した結果、Gal11による転写促進にはTFIIEとの結合が必須であることが明らかになった。この結果
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より、Gal11はTFIIEを介して転写調節を⾏うことが⽰された。(論⽂作成中)。 
2)Gal11とholoenzymeの結合 Gal11の様々な領域の⽋失変異遺伝⼦を酵⺟内に導⼊し、holoenzymeとの結合領域を免疫沈殿法による解析を試みたが、Gal11のC末端
側が結合に必要であることが他のグループにより報告された(Farrell et al.,Genes Dev.10:2359-2367)。 
3)Gal11と結合する転写因⼦の検討 Gal11が他の基本転写因⼦とも相互作⽤するかについて検討した結果、C末端付近でTFIIHに結合することが明らかになった。TFIIH
はkinase,ATPase,helicase活性を持っており、ヒトではこの活性がTFIIEにより制御されているので、Gal11-TFIIE-TFIIHの相互作⽤について解析した。その結果少なく
ともkinase活性はGal11により促進された(未発表)。 
これらの研究より基礎補助因⼦のGal11は、TFIIE,TFIIHと相互作⽤することにより遺伝⼦の転写を制御することが⽰唆された。しかし、なぜGal11とTFIIEの遺伝⼦特異
的な作⽤を⽰すのか、また、その機構についてTFIIHがどのように関与しているかについては今後の課題である。
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